
ヘンリーの法則と平衡

『 （ ） 。』一定の温度で一定量の液体に溶解する気体の量はその気体の圧力 分圧 に比例する

このヘンリーの法則を、平衡から考察してみよう。

例）二酸化炭素ＣＯ が水に溶けているとき２

ＣＯ (水溶液中) ＣＯ (気体)２ ２Ê

Ｋ：平衡定数

ここで、水溶液中のＣＯ のモル濃度をｎ とすると２ （ ／ ）M L

[ＣＯ (水溶液中)]＝ｎ ……… ①２

また、気体のＣＯ のモル濃度をｎ とすると２ ´（ ／ ）M L

´[ＣＯ (気体)]＝ｎ２

……… ②

平衡状態だから、 よりa

bＫ[ＣＯ (水溶液中)]＝ [ＣＯ (気体)] ………２ ２

式に ①，②を代入してb

（Ｋは、温度が一定ならば一定値。Ｒは、気体定数）

式を読み取るとc

Ｔが一定ならば、ｎはＰ(分圧)に比例する。(ヘンリーの法則)
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ヘンリーの法則の別表現

ｎ：溶解している気体の物質量 ：分圧P
：Ｔ での平衡定数 ：気体定数 ：絶対温度K R T( )K

は、次のように読み取れます。c

温度が変わればＫも変わるから、Ｋを変数とみなし、

『ｎはＰに比例し （ＫＴ）に反比例する 』、 。
つまり、

ｎ（溶解している気体の物質量）は、Ｐ(分圧)に比例し、Ｋ (Ｔ で( )K

の平衡定数）とＴ（絶対温度）の積に反比例する。

を読み取るとd

ｎ（溶解している気体の物質量）は、Ｐ(分圧)に比例し、Ｔ（絶対温度）に反

比例する。

の意味することは？d

溶解している気体の物質量は、絶対温度に反比例するのだから、気体が溶解している

水溶液の温度を高くすると、溶解している気体は水溶液中からどんどん大気中に逃げて

いくことを意味します。

海水に溶けている二酸化炭素は、海水温が高くなると 海水からどんどん大気中に、

逃げていくのです。

気温がいくら上昇しても、それに見合うほど海水温が高くなることはありません。

海水の温度上昇の原因は、気温そのものではありません。
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Henry’s lawヘンリーの法則

気体が液体に溶けるときの溶解度(気‐液平衡の一種)についての法則で，1803年にイギリスの化学者 W. ヘ

ンリーが提出した。それによると，温度一定の条件下における気体成分 B の溶解度は，気相中の B の分

B B B圧 に比例する。 ＝p p Kx

ここで， は溶液中に溶けている成分 B のモル分率， は圧力にはよらないが温度に依存する定数(ヘンリx KB

ー定数)である。この法則が十分によく成立するのは，気相の圧力があまり高くなく，気体が理想気体の法則

を少なくとも近似的に満足し，かつ気体の溶解度があまり大きくなく，溶液が十分に希薄な場合である。いい

かえれば，気相や溶液相の性質が理想的であるほどヘンリーの法則が厳密に成立する。溶液の濃度がある

程度以上高く，粒子間に働く相互作用を無視できないときや，気体分子と溶媒分子との間に化学的な反応が

おこるような場合には，ヘンリーの法則からのずれがみられる。この法則からのずれを測ることによって，溶液

中の成分 B についての非理想性を表すことができる。溶液中の溶媒の蒸気圧降下に関する〈ラウールの法

則〉や，2種の液相間における溶質の分配に関する法則(分配律)などと密接な関連をもっている。

（世界大百科より引用 ）Hitachi Digital Heibonsha All rights reserved

溶質がヘンリーの法則に従うような溶液を理想希薄溶液という。

また溶質が気体である場合、上記の式は溶液中の気体のモル分率と気相での圧力が比例

することを意味する。 モル分率が充分に小さい範囲ではモル分率は濃度に比例するか

ら 「気体の溶解度は圧力に比例する」と いえる。これもヘンリーの法則と呼ばれる。、

ウィキペディア（ ）より一部引用Wikipedia

ラウールの法則 Raoult’s law

気‐液平衡現象の一つである蒸気圧降下に関する古典的法則で，1888年にフランスの物

理化学者ラウール Fran ois Marie Raoult(1830‐1901)が実験的に見いだした。それによぅ

ると，不揮発性溶質B を含む溶液中の溶媒 A の蒸気圧 (溶液と平衡にある気相中のpA

成分 A の分圧)と溶液の組成との間には次の関係が成立する。

A A A B A A A( － )/ ＝ ，または ＝p ツ p p ツ x p p ツx

ここで， は純溶媒 A の蒸気圧， および はそれぞれ溶液中の A および B 成p ツ x xA A B

分のモル分率である。この法則は，溶液中の溶質の濃度が十分に低く，溶質粒子間の相

互作用を無視できるような場合(理想溶液)にはよく成立するが，溶液の濃度が高くなった

り，気相の圧力が増大したりするにつれて，一般には法則からのずれが現れてくる。この

法則が成立する条件下における蒸気圧の測定によって，不揮発性溶質の分子量を決定

することができる。ラウールの法則は〈ヘンリーの法則〉と密接な関係をもっており，気‐液

平衡を溶媒側からみたのがラウールの法則，溶質側からみたのがヘンリーの法則という

(c) 1998 Hitachi Digital Heibonsha, All rights reserved.ことができる。

『海水温の上昇が二酸化炭素濃度上昇の原因である 』。

、 『 、 。』上記のことは明白であり 昨今の 二酸化炭素濃度の上昇が 気温上昇の原因である

という 空論に、惑わされないで下さい 、実際とはかけはなれた無益な 。

『これこそが真実なのだ 』と言い 『真実を語れ 』という偽善者の嘘を見破り、。 、 。

『嘘をつくな！』と一言、言ってのけることを可能にする学問を、混迷した時代だから

こそ、今この時に、若いあなた達に身につけてもらいたいと切望します。

年 年の先しか（自分の任期だけしか）興味・関心のない人達がリーダーである世界2 ,3

を、あなた達が変えて下さい （リーダーになって下さい。！）。

どうでもいい些細なこと 嘘 にとらわれて 本質 大切なこと を見失うことなかれ！（ ） 、 （ ）

見せかけの研究（嘘）に基づいた『環境』だけで成立している会社（組織）が、ビジネ

スで大きな利益を得ています。古いシステム（体制）の中でしか生きられない人々の保

身のため、真実は隠され、時がシステムを腐食し、崩壊するまで、見せかけのお勉強は

続く…………。

だまされずに（負けずに）真理を追究し、新しいシステムを構築し、カオスを終わりに

して下さい。

真理を探究し、真実を追究する気概を持ち続けてください。

高校生のみなさん、ぜひ『未来を洞察する学問』を身につけてください。

未来は、あなたたちの掌中にあるのです。


